
■協働ロボットとは？
　従来の産業用ロボットは、安全面の配慮から、ロボットと人を安全
柵で隔てる必要があり、広い設置領域が必要なことや、安全柵が人
の往来の妨げになることなどから、導入に不向きな製造現場が多数
ありました。また、自動車や電子機器など複雑な組立作業を中心に、
ロボットによる自動化が困難な工程が多く、未だ多くの作業を人手
に頼っていますが、少子高齢化が進む先進工業国では、労働力の確
保が深刻な問題となっています。このような現場では、少しでも人
手作業の負担を軽減するため、ロボットによる補助が求められてい
ますが、安全柵により人との分離が必要なロボットでは、効果的な作
業支援が困難でした。
　このような背景から、ファナックでは、協働ロボットFANUC 
Robot CR-35iAを開発しました。協働ロボットは、安全柵を必要と
せず、安全に人と一緒に作業のできるロボットであり、領域を共有し
て、人とロボットがお互いを気にすることなく、接近して作業するこ
とができます。また、ロボットが重量部品を支えながら人が組み付け
作業を行うことで、人は重筋作業から解放され、作業を効率化する
ことができます。

■協働ロボットFANUC Robot CR-35iAの特長
　FANUC Robot CR-35iAは、世界初の35kg高可搬タイプの
協働ロボットです。35kgの高可搬、1.8mのロングリーチを持つ大
型の協働ロボットでありながら、下記の3つの安全機能により、国際
規格ISO10218-1の協働運転要求事項に適合する高い安全性
(安全カテゴリー3、PL d)を備え、第三者安全認証機関から
ISO10218-1適合の安全認証を取得しています。
（1）接触停止

手首先端のワークを含め、ロボットのどの部分に人が接触して
も、高感度に接触を検出し、安全に停止することができます。ロ
ボット表面は緑の柔らかいカバーで覆われており、衝撃力を緩
和し、安全色の緑は人に安心感を与えます。

（2）退避動作
アームを直接押して、ロボットを動かすことができ、万一の緊急
時には、人はアームを押して危険を回避可能です。

（3）反転動作
硬い物体と接触した際には、アームが即座に反転動作し、手や
足の挟み込みを軽減します。

　また、人がロボットを直接操作する「ハンドガイド」機能も搭載して
おり、人手による重量物の搬送や、直感的な教示方法であるダイレ
クトティーチも行うことができます。

■導入事例
　協働ロボットは人手作業が中心の様々な製造現場への導入が期
待されています。ファナック工場では、ボールねじにベアリングユ
ニットを挿入する工程に協働ロボットを導入しています。
　本工程は、ボールねじに数種類のベアリングユニットを挿入する
作業であり、完成ユニットは20kg近くに及びます。取り扱う品種が
多く、完全自動化には不向きであるため、人手作業で行っています
が、完成ユニットが重量物であることから、ユニットを二人で運ぶ必
要があり、十分慎重に作業を行う必要がありました。この工程に対し
協働ロボットを導入することで、ボールねじユニットの搬送と組立補
助を自動化し、人はベアリング挿入作業に専念できるようになりま
した。この結果、二人作業を一人に削減する省人化を実現すると共
に、重筋作業からの解放、作業負担の軽減により、労災のリスクが劇
的に低減されました。

人と協働可能な産業用ロボット 「緑のロボット」

協働ロボット
FANUC Robot CR-35iA
ファナック株式会社

　当法人は平成25年度から、ロボット介護機器を現場に導入し、
●利用者の方々の安全性の確保、機能訓練効果の向上、ADL改善、

QOL向上
●介護者の介護負荷の軽減、介護作業効率化
に努めてきました。 
    
■ロボット介護機器導入のプロセス
　機種選定にあたっては、必要性、実績、扱いやすさ、操作の手間、
安全性、コスト、補償体制（企業の信頼性）などを考慮して選定して
きました。

（１）導入の目的や効用・効果を理解して機種を選定
（２）ＩＴ環境など場所の状況を確認
（３）安全性の仕様及び残留リスクが記載された書面を入手
（４）利用者の状況に即したアセスメントを行い、ケアプランを作成
（５）使い方の統一などの職員教育を実施
（６）事故を避けるため必要かつ十分な情報を共有
　介護サービスは対人社会サービスと言われ、そこで使用される
機器は人との接触度が高く、高次の対人安全性が求められます。
　残留リスク低減のための介護現場での取組みとしては、
①機器の正しい使用法の確認 
②想定される機器の誤使用を検討 
③事故発生時の対応を考慮
するなどの注意を払ってきました。

■ロボット介護機器導入の目的
人手を基本としながら人とロボットの最適な組合せを考えて、

（１）利用者の生活の質の向上
「自立を高める」「より安全な生活の実現(生活機能の向上)」を
することで、生活の質の向上を図る。

（２）人とロボットのワークシェアで新しい介護のあり方を構築
人に協力して働く（協働）ロボット介護機器を利活用して、負
担の少ない新しい介護のありかたを構築する。
＊イノフィス社のマッスルスーツの評価
①支援性能  ②安全性  ③装着性  ④着脱の簡便性  ⑤長時間
あるいは常時着用可能等を評価して負担の少ない介護方法を
検討しました。　

■実際の活用事例
（１）可搬型階段昇降機による

送迎負荷の軽減
　アルバジャパン社のスカ
ラモービルによりエレベー
ターの無い団地での送迎
作業を軽減

（２）リハビリロボットを活用し、
被介護者一人一人に合っ
たリハビリ計画を作成しリ
ハビリ訓練を実施

■ロボットケアで広がる人間の可能性
　ロボット介護機器を活かして、高齢者の方々の
●人生における継続性（生きがいを持って働けるうちは働き、社会

参加する）
●自己決定権の尊重（健康を長く維持し、自立的に暮らす）
●残存能力の拡大（重介護ゼロを目指す）
そのような社会の実現を目指して、介護サービス現場の変革を図っ
ていきます。

ロボット介護機器の利活用による介護現場変革

介護老人福祉施設の
変革（生産性革命）実現の
ためのロボット利活用の推進
社会福祉法人シルヴァーウィング

協働ロボットと作業者によるボールねじユニット組立の協働作業

介護職員の肉体負荷が軽減し、
また被介護者は気兼ねなく移乗
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常務理事  石川 公也、 施設長  関口 ゆかり、 主幹  川西 正章
03-3553-5228　
webmaster@silver-w.jp

［担当役職・氏名］
［電話番号］
［E-mai l］

社会福祉法人シルヴァーウィング

山梨県南都留郡忍野村忍草3580
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［住　　所］
ロボット機構開発研究所 協働ロボット開発部　森岡 昌宏
0555-84-6151

［担当部署・氏名］
［電話番号］

ファナック株式会社

被介護者の外出する喜びと社会参加
機会の創出

審査員特別賞日本機械工業連合会会長賞

11THE 7TH ROBOT AWARD10THE 7TH ROBOT AWARD


